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令
和
八
年
度
事
業
計
画
決
定

～
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
～

県
連
盟
で
は
、

月

日(
金
）

3

13

に
理
事
会
、
同
じ
く

日
（
金
）
に

27

評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審
議
・
決

定
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推
進

並
び
に
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
建

設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、
各
界
代
表
の
岡
山

県
護
國
神
社
参
拝

（
３
）
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊
祭
等

の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持
の
実
施

（
５
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰

霊
行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊

行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す

る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族

県県

遺遺

族族

通通

信信

代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰

霊
研
修
事
業
の
実
施

⑥
「
岡
山
の
塔
」

戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊

巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈

願
慰
霊
大
行
進
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

遺
骨
帰
還
事
業
、
政
府
及
び
日

本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝

事
業
へ
の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加

促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
及
び

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者

拡
大
の
要
請

（
２
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し

県
単
位
の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会

な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研

修
会
や
女
性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、

曾
孫
等
の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤
「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、

「
日
本
遺
族
通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
平
和
の
語
り
部
活
動
へ
の
取
組

①

戦
争
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
遺

族
が
、
青
年
部
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
記
憶
を
伝
承
し
て
い
く
中
で
、

遺
族
会
活
動
を
次
世
代
に
継
承
。

②

語
り
部
事
業
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
平
和
の
語
り
部
の
発
掘

・
育
成
や
平
和
祈
念
館
で
の
語
り

部
活
動
等
を
実
施
。

③

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
部

の
会
」
の
企
画
・
実
施
、
市
町
村

の
追
悼
式
や
忠
魂
碑
等
で
の
慰
霊

祭
等
で
の
語
り
部
の
実
施

（
３
）
財
源
の
確
保

①

正
味
財
産
の
動
向
等
を
見
据

え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、

各
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
４
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す

る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら

し
の
妻
へ
の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し

遺
族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

県
遺
族
代
表
者
大
会
開
催

岡
山
県
遺
族
連
盟
は
、

月

日

11

24

（
月
）
に
「
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ

レ
ノ
ワ
」
で
遺
族
代
表
約
六
百
人
と

来
賓
の
伊
原
木
隆
太
県
知
事
や
遠
藤

康
洋
県
議
会
議
長
、
本
県
選
出
の
衆

参
国
会
議
員

ら
の
出
席
の

も
と
、
岡
山

県
戦
没
者
遺

族
代
表
者
大

会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、

総
理
等
の
靖

國
神
社
参
拝

の
定
着
や
平
和
の
語
り
部
な
ど
の
重

点
要
望
を
始
め
と
す
る
来
年
度
政
府

予
算
案
の
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た

遺
族
処
遇
改
善
項
目
の
完
全
実
現
な

ど
を
決
議
し
た
。

ま
た
、
終
戦
八
十
周
年
を
記
念
し

て
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長
表
彰

を
行
い
、

人
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

29

ま
し
た
。
多
年
に
渡
る
ご
功
績
に
対

し
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■■
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長
表
彰

[

岡
山
市
岡
山]

尾
﨑
克
義

[

岡
山
市
西

大
寺]

樋
詰
紘
一[

岡
山
市
上
道]

平
松
喜

子

[

岡
山
市
北]

福
田
禧
代

[

岡
山
市

灘
崎]

山
下
勇

[

岡
山
市
建
部]

小
坂
田

憲
典

[

倉
敷
市
倉
敷]

清
水
誠

[

倉
敷

市
児
島]

福
山
邦
弘

[

倉
敷
市
玉
島]

白

髪
康
弘

[

倉
敷
市
真
備]

加
藤
右
夫

[

津

山
市]

小
椋
章
光

[

玉
野
市]

一
守
行
将

[

笠
岡
市]

植
野
満
俊

[

井
原
市]

畝
川

澄
江

[

総
社
市]

増
成
慎

[

高
梁
市]

黒

川
碩
二

[

新
見
市]

小
田
功

[

備
前
市]

森
茂

[

瀬
戸
内
市]

佐
藤
進

[

赤
磐
市]

岡
本
克
一[

真
庭
市]

方
川
進

[

美
作
市

郡]

松
本
茂

[

浅
口
市
郡]

荒
川
叶

[

和

気
郡]

岡

﨑
忠[

小
田

郡]

江
木

正
人

[

真

庭
郡]

方

川
進

[

苫

田
郡]

中

江
誠
子

[

久
米
郡]

菅
一
弘

[

加
賀
郡]

久
成
敏
明
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岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

～
終
戦

年
・
臨
時
奉
幣
祭
～

80

秋
季
慰
霊
祭
は
、
去
る

月
５
日
、

10

県
護
國
神
社
で
県
戦
没
者
顕
彰
会
主

催
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

祭
主
の
遠
藤
康
洋
県
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
伊
原
木
隆
太
県
知
事
や
大
森

雅
夫
岡
山
市
長
ら
来
賓
並
び
に
県
下

各
地
の
遺
族
な
ど
約
四
百
人
の
参
列

者
が
、
戦
没
者
の
御
霊
の
平
安
と
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

（
秋
季
慰
霊
祭
で
の
三
宅
理
事
長
の
挨
拶
）

翌
日
に
は
、
終
戦

年
に
あ
た

80

り
、
天
皇
陛
下
か
ら
賜
っ
た
幣
帛

料
を
神
前
に
奉
献
す
る
臨
時
奉
幣

祭
が
、
護
國
神
社
の
秋
季
慰
霊
大
祭

と
併
せ
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
連

盟
の
江
本
公
一
青
年
部
長
及
び
松
本

好
厚
同
副
部
長
が
ご
幣
物
奉
舁
奉
仕

者
（
写
真
）
を
務
め
、
河
野
宮
司
が

幣
帛
料
を
捧
持
し
て
神
前
に
恭
し
く

奉
奠
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
陸
軍
墓
地
で
慰
霊
祭

～
恒
例
の
春
の
彼
岸
祭
開
催
～

岡
山
市
北
区
津
高
に
あ
る
岡
山
陸

軍
墓
地
は
、
岡
山
市
に
明
治

年
に

40

開
設
さ
れ
た
第

師
団
が
設
置
し
た

17

も
の
で
、
約
一
万
六
千
㎡
の
敷
地
に

満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
初
期
の
戦

没
者
５
１
７
柱
の
墓
碑
が
鎮
ま
っ
て

い
ま
す
。

毎
年
、
春
と
秋
の
お
彼
岸
に
は
、

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
が
主
催
者
と

な
っ
て
、
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
３
月

日
に
は
、
岡
山
縣

19

護
國
神
社
宮
司
の
ご
奉
仕
の
も
と
、

地
元
津
高
遺
族
会
の
会
員
な
ど
関
係

者

人
弱
が
参
列
し
て
、
ご
英
霊
の

20

御
霊
の
平
安
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

英
霊
碑
で
の
語
り
部
活
動

～
倉
敷
市
立
庄
小
学
校
～

倉
敷
市
庄
地
区
遺
族
会
は
、
倉
敷

市
戦
没
者
追
悼
式
の
後
、
地
元
庄
小

学
校
に
あ
る
英
霊
碑
に
お
参
り
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
同
校
生
徒
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

校
長
先
生
が
快
く
承
諾
し
て
く
れ

て
、

月
７
日
に
６
年
生
１
５
０
人

10

と
遺
族

人
が
一
緒
に
慰
霊
祭
を
執

10

り
行
う
と

と

も

に
、

同
地
区
の

飯
田
龍
彦

会

長

が
、

英
霊
碑
の

歴
史
や
お

祀
り
し
て

い
る
戦
没

者
に
つ
い

て
説
明
を

行
い
ま
し

た
。

遺
族
会
の
動
き

【
令
和
８
年
５
月
】

日

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭

5

（
県
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭

6

（
県
護
國
神
社
）

～

日

県
連
盟
合
同
研
修
会

26

27

（
高
知
県
方
面
）

【
令
和
８
年
６
月
】

日

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

23
日

日
遺
平
和
の
語
り
部
大
会

29

（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者

30

会
議

（
東
京
）

【
令
和
８
年
７
月
】

～

日

県
連
盟
遺
族
慰
霊
研
修

16

17
（
靖
國
神
社
・
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
）

【
令
和
８
年
８
月
】

日

全
国
戦
没
者
追
悼
式

15

（
日
本
武
道
館
）

【
編
集
後
記
】（
慰
霊
碑
調
査
お
礼
）

昨
年

月
に
各
遺
族
連
合
会
に
お

10

願
い
し
た
慰
霊
碑
調
査
に
つ
い
て
は
、

県
内
五
百
基
分
を
と
り
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
、
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
日
本
遺
族
会
が
２

月
中
に
全
国
の
も
の
を
取
り
ま
と
め

て
、
厚
生
労
働
省
へ
提
出
し
、
同
省

が
そ
れ
を
も
と
に
各
自
治
体
の
意
識

調
査
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
持
続
的
な
慰
霊
碑
管
理

に
向
け
て
、
今
後
具
体
的
な
動
き
等

あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
増
本
）
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第
八
十
回
全
国
戦
没
者
遺
族

大
会
に
参
加

令
和
７
年

月
５
日(

金)

、
東
京

12

の
自
由
民
主
党
会
館
で
、
全
国
の
戦

没
者
遺
族
代
表
約
三
百
人
が
参
集
し
、

国
会
議
員
１
７
６
人
が
出
席
し
て
、

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開

80
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度
政
府
予
算
に

語
り
部
事
業
を
始
め
、
要
望
事
項
が

完
全
実
現
す
る
よ
う
決
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
県
連
盟
か
ら
は
、
三
宅
理

事
長
を
は
じ
め
５
名
の
役
職
員
を
派

遣
い
た
し
ま
し
た
。

本
県
参
加
者
は
、
大
会
終
了
後
、

地
元
選
出
自
民
党
国
会
議
員
に
対
し
、

同
大
会
の

決
議
事
項

が
実
現
す

る

よ

う
、

要
望
活
動

を
行
い
ま

し
た
。

(

山
下
貴
司

先
生
事
務

所
に
て
）

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

～
支
給
の
ご
案
内
～

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年
４
月

１
日
時
点
で
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。戦

没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う

ち
、
支
給
順
位
の
最
も
高
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
が
複
数

お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方
お
一

人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
５
千
円
の

27

記
名
国
債(

年
償
還)

5

■
請
求
期
限
：
令
和

年

月

日

10

3

31

■
支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

や
請
求
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
福
祉
企

画
課
援
護
班(

:
-

T
E
L

0
8
6

2

-
)

へ
お
問
い
合
わ
せ

2
6

7
3
2
0

下
さ
い
。

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
岡
山
県
の
補
助

事
業
と
し
て
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡

拝
を

名
の
参
加
を
得
て
、

月

54

11

12

日
（
水
）
か
ら

日(

金)

の

泊
３

14

2

日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
の

月

日(

木)

に
は
、

11

13

午
前

時
か
ら
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

11

に
建
立
さ
れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
、

来
賓
と
し
て
金
平
陽
子
岡
山
県
知
事

代
理
、
遠
藤
康
洋
岡
山
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事

や
県
議
会
議
長
、
糸
満
市
長
の
そ
れ

ぞ
れ
の
代
理
、
我
部
政
寿
沖
縄
県
遺

族
連
合
会
会
長
ら
約

名
の
参
列
の

70

も
と
、
沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域
岡

山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

式
で
は
、
三
宅
禎
浩
県
連
盟
理
事

長
が
式
辞
を
延
べ
、
続
い
て
岡
山
県

知
事
や
県
議
会
議
長
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

（
追
悼
式
：
上
・
式
辞
を
述
べ
る
三
宅
理

事
長
、
下
・
献
花
す
る
ご
遺
族
）

「
平
和
の
語
り
部
」
講
話

～
県
内
各
地
の
小
学
校
で
～

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
た
遺
族
の
記
憶
を
次
世
代

に
伝
え
る
「
平
和
の
語
り
部
」
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
９
月

日(

備
前
市
日
生
東
小
）

29

備
前
市
遺
族
連
合
会
の
山
下
桂
正

会
長
は
、
地
元
の
日
生
東
小
学
校
６

年
生

人
に
「
長
く
続
い
た
戦
争
と

16

人
々
の
く
ら

し
」
と
題
し

て
、
亡
き
父

の
遺
書
や
戦

後
の
苦
難
の

歩
み
、
地
元

慰
霊
碑
の
い

わ
れ
な
ど
を

紹
介
し
、
平

和
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し

た
。

◎
１
月

日(

岡
山
中
央
小
学
校
）

2211

県
連
盟
は
、
岡
山
中
央
小
学
校
の

依
頼
で
、
波
多
豊
子
県
女
性
部
長
と

森
勝
子
西
大
寺
女
性
部
長
に
同
小
学

校
６
年
生
約
１
４
０
人
に
語
り
部
を

お
願
い
し
た
。

昭
和
の
歴
史
を

学
習
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
、
自
ら
の

岡
山
空
襲
体
験

や
父
が
戦
没
し

た
沖
縄
戦
の
様

子
等
を
語
っ
た
。

◎
１
月

日(

総
社
市
山
手
小
学
校
）

29

総
社
市
遺
族
連
合
会
は
、
山
手
小
学

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
塩
出
裕
衛

会
長
代
行
と
横
田
秀
夫
副
会
長
の
二

人
が
６
年
生
約

人
に
自
ら
の
体
験

60

を
語
っ
た
。
同
連
合
会
で
は
、
今
回

の
依
頼
を
き

っ
か
け
に
、

全
役
員
に
自

分
史
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ

を
も
と
に
今

後
語
り
部
活

動
を
本
格
化

さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◎
学
校
で
の
取
組
（

月
以
降
）

12

月
：
矢
掛
町
矢
掛
小
、
備
前
市
日

12

生
西
小

１
月
：
井
原
市
西
江
原
小
、
岡
山
市

灘
崎
小
、
倉
敷
市
琴
浦
南
小

２
月
：
井
原
市
芳
井
小
、
高
梁
市
高

梁
小
、
備
前
市
西
鶴
山
小
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秋
の
叙
勲
・
栄
え
あ
る
受
章

令
和
７
年
度
秋
の
叙
勲
で
岡
山
県

遺
族
連
盟
関
係
者
が
、
受
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

大
月
健
一
氏

（
前
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長

歳
）

87

多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
度
は
、
県
下
５
遺
族
連
合
会

６
名
の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳

（
大
正

年
生
ま
れ
の
皆
様
）
の
長

14

寿
を
達
成
さ
れ
、
お
よ
ろ
こ
び
状
と

記
念
品
を
贈
り
慶
祝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら

し
妻
の
皆
様
（
３
名
）
に
は
、
慰
問

文
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め

し
ま
し
た
。

百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼▼
高高
取取
冬冬
子子
氏氏
（（
妹妹
：：
倉倉
敷敷
市市
倉倉
敷敷
））

▼▼
上上
田田

壽壽
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
太太
村村

清清
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
那那
須須
慶慶
江江
氏氏
（（
妹妹
：：
備備
前前
市市
））

▼▼
山山
本本
正正
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
浅浅
口口
市市
郡郡
））

▼▼
清清
水水
多多
津津
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
久久
米米
郡郡
））

令
和
８
年
度
政
府
主
催
慰
霊

巡
拝
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催

の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
・
時
期
等

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
但
し
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費

参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、

海
外
地
域
の
場
合
は
お
お
よ
そ
27

万
円
～

万
円
、
硫
黄
島
の
場
合

47

は
お
お
よ
そ
２
万
円
で
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
福
祉
企
画
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7
3

)

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2
0

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
の

参
加
者
募
集
中

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
平
和
の
語
り
部
」
の
研

修
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代

へ
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す
る
語
り

部
の
活
動
者
の
育
成
に
も
繋
が
る

も
の
で
、
孫
、
ひ
孫
、
甥
・
姪
等

の
青
年
部
の
方
々
に
も
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
期
間

６
月

日
（
月
）
～

日

22

24

（
水
）
２
泊
３
日

■
宿
泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

■
申
込
締
切

月

日
（
金
）

4

26

■
参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

７
１-

１
７
５)

ま
で
。

7

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

～
最
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
～

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
は

年
続
い
た
が
、
令
和
７

35

年
度
で
終
了
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
団
は
、

月
12

10

日
に
団
員

人
が
靖
国
会
館
に
集
合

91

し
、
翌
日
出
発
し
た
。
本
県
か
ら
は
、

岡
山
市
西
大
寺
の
植
木
伸
太
郎
さ
ん
、

付
き
添
い
の
孫
の
仁
深
さ
ん
と
岡
山

市
中
区
の
赤
星
敦
子
さ
ん
の
３
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
友

好
親
善
事
業
で
は

３
月
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
訪
問
が
、
最
後

の
事
業
と
な
り
、

全
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。（
写
真
：

右
か
ら
赤
星
さ
ん
、

植
木
さ
ん
と
お
孫
さ

ん
）

ご
遺
骨
の

鑑
定

D
N
A

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
で

海
外
や
沖
縄
、
硫
黄
島
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を
特
定
し

て
、
ご
遺
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た

め
、

鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

D
N
A

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
又
は
甥
、
姪
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額
国
が
負

D
N
A

担(

申
請
書
郵
送
料
等
除
く)

し
ま
す
。

■
対
象
地
域
や
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推

進
室(

直
通
電
話
：

-
-

0
3

3
5
9
5

)

ま
で
。

2
2
1
9

- 3 -

秋
の
叙
勲
・
栄
え
あ
る
受
章

令
和
７
年
度
秋
の
叙
勲
で
岡
山
県

遺
族
連
盟
関
係
者
が
、
受
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

大
月
健
一
氏

（
前
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長

歳
）

87

多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
度
は
、
県
下
５
遺
族
連
合
会

６
名
の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳

（
大
正

年
生
ま
れ
の
皆
様
）
の
長

14

寿
を
達
成
さ
れ
、
お
よ
ろ
こ
び
状
と

記
念
品
を
贈
り
慶
祝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら

し
妻
の
皆
様
（
３
名
）
に
は
、
慰
問

文
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め

し
ま
し
た
。

百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼▼
高高
取取
冬冬
子子
氏氏
（（
妹妹
：：
倉倉
敷敷
市市
倉倉
敷敷
））

▼▼
上上
田田

壽壽
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
太太
村村

清清
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
那那
須須
慶慶
江江
氏氏
（（
妹妹
：：
備備
前前
市市
））

▼▼
山山
本本
正正
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
浅浅
口口
市市
郡郡
））

▼▼
清清
水水
多多
津津
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
久久
米米
郡郡
））

令
和
８
年
度
政
府
主
催
慰
霊

巡
拝
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催

の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
・
時
期
等

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
但
し
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費

参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、

海
外
地
域
の
場
合
は
お
お
よ
そ
27

万
円
～

万
円
、
硫
黄
島
の
場
合

47

は
お
お
よ
そ
２
万
円
で
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
福
祉
企
画
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7
3

)

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2
0

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
の

参
加
者
募
集
中

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
平
和
の
語
り
部
」
の
研

修
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代

へ
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す
る
語
り

部
の
活
動
者
の
育
成
に
も
繋
が
る

も
の
で
、
孫
、
ひ
孫
、
甥
・
姪
等

の
青
年
部
の
方
々
に
も
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
期
間

６
月

日
（
月
）
～

日

22

24

（
水
）
２
泊
３
日

■
宿
泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

■
申
込
締
切

月

日
（
金
）

4

28

参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

-
)

火

7

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

～
最
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
～

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
は

年
続
い
た
が
、
令
和
７

35

年
度
で
終
了
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
団
は
、

月
12

10

日
に
団
員

人
が
靖
国
会
館
に
集
合

91

し
、
翌
日
出
発
し
た
。
本
県
か
ら
は
、

岡
山
市
西
大
寺
の
植
木
伸
太
郎
さ
ん
、

付
き
添
い
の
孫
の
仁
深
さ
ん
と
岡
山

市
中
区
の
赤
星
敦
子
さ
ん
の
３
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
友

好
親
善
事
業
で
は

３
月
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
訪
問
が
、
最
後

の
事
業
と
な
り
、

全
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。（
写
真
：

右
か
ら
赤
星
さ
ん
、

植
木
さ
ん
と
お
孫
さ

ん
）

ご
遺
骨
の

鑑
定

D
N
A

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
で

海
外
や
沖
縄
、
硫
黄
島
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を
特
定
し

て
、
ご
遺
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た

め
、

鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

D
N
A

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
又
は
甥
、
姪
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額
国
が
負

D
N
A

担(

申
請
書
郵
送
料
等
除
く)

し
ま
す
。

■
対
象
地
域
や
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推

進
室(

直
通
電
話
：

-
-

0
3

3
5
9
5

)

ま
で
。

2
2
1
9
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秋
の
叙
勲
・
栄
え
あ
る
受
章

令
和
７
年
度
秋
の
叙
勲
で
岡
山
県

遺
族
連
盟
関
係
者
が
、
受
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

大
月
健
一
氏

（
前
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長

歳
）

87

多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
度
は
、
県
下
５
遺
族
連
合
会

６
名
の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳

（
大
正

年
生
ま
れ
の
皆
様
）
の
長

14

寿
を
達
成
さ
れ
、
お
よ
ろ
こ
び
状
と

記
念
品
を
贈
り
慶
祝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら

し
妻
の
皆
様
（
３
名
）
に
は
、
慰
問

文
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め

し
ま
し
た
。

百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼▼
高高
取取
冬冬
子子
氏氏
（（
妹妹
：：
倉倉
敷敷
市市
倉倉
敷敷
））

▼▼
上上
田田

壽壽
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
太太
村村

清清
氏氏
（（
弟弟
：：
新新
見見
市市
））

▼▼
那那
須須
慶慶
江江
氏氏
（（
妹妹
：：
備備
前前
市市
））

▼▼
山山
本本
正正
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
浅浅
口口
市市
郡郡
））

▼▼
清清
水水
多多
津津
子子
氏氏
（（
妻妻
：：
久久
米米
郡郡
））

令
和
８
年
度
政
府
主
催
慰
霊

巡
拝
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催

の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
・
時
期
等

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
但
し
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費

参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、

海
外
地
域
の
場
合
は
お
お
よ
そ
27

万
円
～

万
円
、
硫
黄
島
の
場
合

47

は
お
お
よ
そ
２
万
円
で
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
福
祉
企
画
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7
3

)

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2
0

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
の

参
加
者
募
集
中

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
平
和
の
語
り
部
」
の
研

修
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代

へ
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す
る
語
り

部
の
活
動
者
の
育
成
に
も
繋
が
る

も
の
で
、
孫
、
ひ
孫
、
甥
・
姪
等

の
青
年
部
の
方
々
に
も
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
期
間

６
月

日
（
月
）
～

日

22

24

（
水
）
２
泊
３
日

■
宿
泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

■
申
込
締
切

月

日
（
金
）

4

28

参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

-
)

火

7

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

～
最
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
～

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
は

年
続
い
た
が
、
令
和
７

35

年
度
で
終
了
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
団
は
、

月
12

10

日
に
団
員

人
が
靖
国
会
館
に
集
合

91

し
、
翌
日
出
発
し
た
。
本
県
か
ら
は
、

岡
山
市
西
大
寺
の
植
木
伸
太
郎
さ
ん
、

付
き
添
い
の
孫
の
仁
深
さ
ん
と
岡
山

市
中
区
の
赤
星
敦
子
さ
ん
の
３
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
友

好
親
善
事
業
で
は

３
月
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
訪
問
が
、
最
後

の
事
業
と
な
り
、

全
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。（
写
真
：

右
か
ら
赤
星
さ
ん
、

植
木
さ
ん
と
お
孫
さ

ん
）

ご
遺
骨
の

鑑
定

D
N
A

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
で

海
外
や
沖
縄
、
硫
黄
島
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を
特
定
し

て
、
ご
遺
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た

め
、

鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

D
N
A

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
又
は
甥
、
姪
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額
国
が
負

D
N
A

担(

申
請
書
郵
送
料
等
除
く)

し
ま
す
。

■
対
象
地
域
や
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推

進
室(

直
通
電
話
：
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)

ま
で
。
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第
八
十
回
全
国
戦
没
者
遺
族

大
会
に
参
加

令
和
７
年

月
５
日(

金)

、
東
京

12

の
自
由
民
主
党
会
館
で
、
全
国
の
戦

没
者
遺
族
代
表
約
三
百
人
が
参
集
し
、

国
会
議
員
１
７
６
人
が
出
席
し
て
、

第

回
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開

80
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度
政
府
予
算
に

語
り
部
事
業
を
始
め
、
要
望
事
項
が

完
全
実
現
す
る
よ
う
決
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
県
連
盟
か
ら
は
、
三
宅
理

事
長
を
は
じ
め
５
名
の
役
職
員
を
派

遣
い
た
し
ま
し
た
。

本
県
参
加
者
は
、
大
会
終
了
後
、

地
元
選
出
自
民
党
国
会
議
員
に
対
し
、

同
大
会
の

決
議
事
項

が
実
現
す

る

よ

う
、

要
望
活
動

を
行
い
ま

し
た
。

(

山
下
貴
司

先
生
事
務

所
に
て
）

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

～
支
給
の
ご
案
内
～

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年
４
月

１
日
時
点
で
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。戦

没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う

ち
、
支
給
順
位
の
最
も
高
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
が
複
数

お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方
お
一

人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
５
千
円
の

27

記
名
国
債(

年
償
還)

5

■
請
求
期
限
：
令
和

年

月

日

10

3

31

■
支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

や
請
求
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
福
祉
企

画
課
援
護
班(

:
-

T
E
L

0
8
6

2

-
)

へ
お
問
い
合
わ
せ

2
6

7
3
2
0

下
さ
い
。

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
岡
山
県
の
補
助

事
業
と
し
て
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡

拝
を

名
の
参
加
を
得
て
、

月

54

11

12

日
（
水
）
か
ら

日(

金)

の

泊
３

14

2

日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
の

月

日(

木)

に
は
、

11

13

午
前

時
か
ら
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

11

に
建
立
さ
れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
、

来
賓
と
し
て
金
平
陽
子
岡
山
県
知
事

代
理
、
遠
藤
康
洋
岡
山
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事

や
県
議
会
議
長
、
糸
満
市
長
の
そ
れ

ぞ
れ
の
代
理
、
我
部
政
寿
沖
縄
県
遺

族
連
合
会
会
長
ら
約

名
の
参
列
の

70

も
と
、
沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域
岡

山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

式
で
は
、
三
宅
禎
浩
県
連
盟
理
事

長
が
式
辞
を
延
べ
、
続
い
て
岡
山
県

知
事
や
県
議
会
議
長
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

（
追
悼
式
：
上
・
式
辞
を
述
べ
る
三
宅
理

事
長
、
下
・
献
花
す
る
ご
遺
族
）

「
平
和
の
語
り
部
」
講
話

～
県
内
各
地
の
小
学
校
で
～

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
戦
争
の

悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
た
遺
族
の
記
憶
を
次
世
代

に
伝
え
る
「
平
和
の
語
り
部
」
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
９
月

日(

備
前
市
日
生
東
小
）

29

備
前
市
遺
族
連
合
会
の
山
下
桂
正

会
長
は
、
地
元
の
日
生
東
小
学
校
６

年
生

人
に
「
長
く
続
い
た
戦
争
と

16

人
々
の
く
ら

し
」
と
題
し

て
、
亡
き
父

の
遺
書
や
戦

後
の
苦
難
の

歩
み
、
地
元

慰
霊
碑
の
い

わ
れ
な
ど
を

紹
介
し
、
平

和
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し

た
。

◎
１
月

日(

岡
山
中
央
小
学
校
）

2211

県
連
盟
は
、
岡
山
中
央
小
学
校
の

依
頼
で
、
波
多
豊
子
県
女
性
部
長
と

森
勝
子
西
大
寺
女
性
部
長
に
同
小
学

校
６
年
生
約
１
４
０
人
に
語
り
部
を

お
願
い
し
た
。

昭
和
の
歴
史
を

学
習
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
、
自
ら
の

岡
山
空
襲
体
験

や
父
が
戦
没
し

た
沖
縄
戦
の
様

子
等
を
語
っ
た
。

◎
１
月

日(

総
社
市
山
手
小
学
校
）

29

総
社
市
遺
族
連
合
会
は
、
山
手
小
学

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
塩
出
裕
衛

会
長
代
行
と
横
田
秀
夫
副
会
長
の
二

人
が
６
年
生
約

人
に
自
ら
の
体
験

60

を
語
っ
た
。
同
連
合
会
で
は
、
今
回

の
依
頼
を
き

っ
か
け
に
、

全
役
員
に
自

分
史
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ

を
も
と
に
今

後
語
り
部
活

動
を
本
格
化

さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

◎
学
校
で
の
取
組
（

月
以
降
）

12

月
：
矢
掛
町
矢
掛
小
、
備
前
市
日

12

生
西
小

１
月
：
井
原
市
西
江
原
小
、
岡
山
市

灘
崎
小
、
倉
敷
市
琴
浦
南
小

２
月
：
井
原
市
芳
井
小
、
高
梁
市
高

梁
小
、
備
前
市
西
鶴
山
小
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秋
の
叙
勲
・
栄
え
あ
る
受
章

令
和
７
年
度
秋
の
叙
勲
で
岡
山
県

遺
族
連
盟
関
係
者
が
、
受
章
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

▼
旭
日
小
綬
章

大
月
健
一
氏

（
前
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長

歳
）

87

多
年
に
わ
た
る
功

績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
度
は
、
県
下
５
遺
族
連
合
会

６
名
の
ご
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が
め
で
た
く
百
歳

（
大
正

年
生
ま
れ
の
皆
様
）
の
長
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寿
を
達
成
さ
れ
、
お
よ
ろ
こ
び
状
と

記
念
品
を
贈
り
慶
祝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
戦
没
者
の
一
人
暮
ら

し
妻
の
皆
様
（
３
名
）
に
は
、
慰
問

文
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
、
お
慰
め

し
ま
し
た
。

百
歳
の
長
寿
を
達
成
さ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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度
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催
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の
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内
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和
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度
の
厚
生
労
働
省
主
催

の
遺
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代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
実
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予
定
地
域
・
時
期
等

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
但
し
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費

参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、

海
外
地
域
の
場
合
は
お
お
よ
そ
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万
円
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万
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、
硫
黄
島
の
場
合
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は
お
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そ
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万
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で
す
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先
・
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日
程
や
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企
画
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問
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せ
下
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い
。

2
0

平
和
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願
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霊
大
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進
の

参
加
者
募
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中

日
本
遺
族
会
で
は
、
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６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
平
和
の
語
り
部
」
の
研

修
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代

へ
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す
る
語
り

部
の
活
動
者
の
育
成
に
も
繋
が
る

も
の
で
、
孫
、
ひ
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、
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・
姪
等

の
青
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部
の
方
々
に
も
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
け
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ば
幸
い
で
す
。
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６
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２
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３
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の
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の
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が

参
加
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た
。
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、
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友

好
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で
は
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の
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が
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祉
企
画
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7
3

)

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2
0

平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
の

参
加
者
募
集
中

日
本
遺
族
会
で
は
、
毎
年
６
月
23

日
に
沖
縄
県
遺
族
連
合
会
と
共
催
で

実
施
し
て
い
る
「
沖
縄
平
和
祈
願
慰

霊
大
行
進
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
「
平
和
の
語
り
部
」
の
研

修
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代

へ
戦
争
の
記
憶
を
伝
承
す
る
語
り

部
の
活
動
者
の
育
成
に
も
繋
が
る

も
の
で
、
孫
、
ひ
孫
、
甥
・
姪
等

の
青
年
部
の
方
々
に
も
積
極
的
に

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
期
間

６
月

日
（
月
）
～

日

22

24

（
水
）
２
泊
３
日

■
宿
泊

那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル

■
申
込
締
切

月

日
（
金
）

4

28

参
加
費
用
な
ど
詳
し
く
は
、
県
連

事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

2

-
)

火

7

遺
児
の
慰
霊
友
好
親
善
事
業

～
最
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
～

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
は

年
続
い
た
が
、
令
和
７

35

年
度
で
終
了
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
団
は
、

月
12

10

日
に
団
員

人
が
靖
国
会
館
に
集
合

91

し
、
翌
日
出
発
し
た
。
本
県
か
ら
は
、

岡
山
市
西
大
寺
の
植
木
伸
太
郎
さ
ん
、

付
き
添
い
の
孫
の
仁
深
さ
ん
と
岡
山

市
中
区
の
赤
星
敦
子
さ
ん
の
３
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
慰
霊
友

好
親
善
事
業
で
は

３
月
の
ミ
ャ
ン
マ

ー
訪
問
が
、
最
後

の
事
業
と
な
り
、

全
て
終
了
い
た
し

ま
し
た
。（
写
真
：

右
か
ら
赤
星
さ
ん
、

植
木
さ
ん
と
お
孫
さ

ん
）

ご
遺
骨
の

鑑
定

D
N
A

厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
で

海
外
や
沖
縄
、
硫
黄
島
で
亡
く
な
ら
れ

た
戦
没
者
の
ご
遺
骨
の
身
元
を
特
定
し

て
、
ご
遺
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
た

め
、

鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

D
N
A

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
又
は
甥
、
姪
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額
国
が
負

D
N
A

担(

申
請
書
郵
送
料
等
除
く)

し
ま
す
。

■
対
象
地
域
や
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
戦
没
者
遺
骨
鑑
定
推

進
室(

直
通
電
話
：

-
-

0
3

3
5
9
5

)

ま
で
。

2
2
1
9
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令
和
八
年
度
事
業
計
画
決
定

～
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
～

県
連
盟
で
は
、

月

日(

金
）

3

13

に
理
事
会
、
同
じ
く

日
（
金
）
に

27

評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
を
審
議
・
決

定
し
ま
し
た
。
事
業
計
画
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
事
業
計
画
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

（
１
）
総
理
・
閣
僚
等
の
靖
國
神
社

参
拝
の
継
続
・
定
着
運
動
の
推
進

並
び
に
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
建

設
構
想
の
阻
止

（
２
）
知
事
等
、
各
界
代
表
の
岡
山

県
護
國
神
社
参
拝

（
３
）
市
町
村
に
お
け
る
慰
霊
祭
等

の
実
施

（
４
）
岡
山
県
護
國
神
社
並
び
に
忠

魂
碑
等
の
護
持
の
実
施

（
５
）
そ
の
他

①

靖
國
神
社
、
県
護
國
神
社
の
慰

霊
行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

②

市
、
町
、
村
、
地
区
等
の
慰
霊

行
事
等
へ
の
奉
賛
協
力

③

旧
陸
軍
墓
地
慰
霊
行
事
に
対
す

る
奉
賛
協
力

④

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
遺
族

県県

遺遺

族族

通通

信信

代
表
の
派
遣

⑤

戦
没
者
遺
族
慰

霊
研
修
事
業
の
実
施

⑥
「
岡
山
の
塔
」

戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊

巡
拝
事
業
の
実
施

⑦

沖
縄
平
和
祈

願
慰
霊
大
行
進
へ

の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加
促
進

⑧

遺
骨
帰
還
事
業
、
政
府
及
び
日

本
遺
族
会
主
催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝

事
業
へ
の
参
加
者
派
遣
及
び
参
加

促
進

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

（
１
）
公
務
扶
助
料
等
の
改
善
及
び

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者

拡
大
の
要
請

（
２
）
諸
法
規
改
正
事
項
の
普
及
指
導

３

組
織
の
充
実
強
化

（
１
）
組
織
の
充
実
強
化

①

孫
や
曾
孫
等
の
入
会
を
推
進
し

県
単
位
の
青
年
部
の
拡
大
強
化
を
推
進

②

後
継
者
育
成
研
修
会
・
勉
強
会

な
ど
を
開
催

③

孫
・
曾
孫
等
を
含
め
た
合
同
研

修
会
や
女
性
部
研
修
会
を
実
施

④

各
遺
族
会
の
研
修
会
等
へ
の
孫
、

曾
孫
等
の
参
加
と
意
識
醸
成

⑤
「
県
遺
族
通
信
」
の
年
２
回
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
、

「
日
本
遺
族
通
信
」
の
購
読
推
奨

（
２
）
平
和
の
語
り
部
活
動
へ
の
取
組

①

戦
争
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
た
遺

族
が
、
青
年
部
と
一
体
と
な
り
、

そ
の
記
憶
を
伝
承
し
て
い
く
中
で
、

遺
族
会
活
動
を
次
世
代
に
継
承
。

②

語
り
部
事
業
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
平
和
の
語
り
部
の
発
掘

・
育
成
や
平
和
祈
念
館
で
の
語
り

部
活
動
等
を
実
施
。

③

各
遺
族
会
に
お
け
る
「
語
り
部

の
会
」
の
企
画
・
実
施
、
市
町
村

の
追
悼
式
や
忠
魂
碑
等
で
の
慰
霊

祭
等
で
の
語
り
部
の
実
施

（
３
）
財
源
の
確
保

①

正
味
財
産
の
動
向
等
を
見
据

え
た
会
の
運
営

②

県
連
盟
及
び
各
遺
族
会
と
も
、

各
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
要
請

（
４
）
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す

る
事
業

①

百
歳
長
寿
の
祝
い
と
一
人
暮
ら

し
の
妻
へ
の
慰
問

②

各
遺
族
会
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し

遺
族
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③

遺
族
か
ら
の
相
談
対
応

県
遺
族
代
表
者
大
会
開
催

岡
山
県
遺
族
連
盟
は
、

月

日

11

24

（
月
）
に
「
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ

レ
ノ
ワ
」
で
遺
族
代
表
約
六
百
人
と

来
賓
の
伊
原
木
隆
太
県
知
事
や
遠
藤

康
洋
県
議
会
議
長
、
本
県
選
出
の
衆

参
国
会
議
員

ら
の
出
席
の

も
と
、
岡
山

県
戦
没
者
遺

族
代
表
者
大

会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、

総
理
等
の
靖

國
神
社
参
拝

の
定
着
や
平
和
の
語
り
部
な
ど
の
重

点
要
望
を
始
め
と
す
る
来
年
度
政
府

予
算
案
の
概
算
要
求
に
計
上
さ
れ
た

遺
族
処
遇
改
善
項
目
の
完
全
実
現
な

ど
を
決
議
し
た
。

ま
た
、
終
戦
八
十
周
年
を
記
念
し

て
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長
表
彰

を
行
い
、

人
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

29

ま
し
た
。
多
年
に
渡
る
ご
功
績
に
対

し
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■■
岡
山
県
遺
族
連
盟
理
事
長
表
彰

[

岡
山
市
岡
山]

尾
﨑
克
義

[

岡
山
市
西

大
寺]

樋
詰
紘
一[

岡
山
市
上
道]

平
松
喜

子

[

岡
山
市
北]

福
田
禧
代

[

岡
山
市

灘
崎]

山
下
勇

[

岡
山
市
建
部]

小
坂
田

憲
典

[

倉
敷
市
倉
敷]

清
水
誠

[

倉
敷

市
児
島]

福
山
邦
弘

[

倉
敷
市
玉
島]

白

髪
康
弘

[

倉
敷
市
真
備]

加
藤
右
夫

[

津

山
市]

小
椋
章
光

[

玉
野
市]

一
守
行
将

[

笠
岡
市]

植
野
満
俊

[

井
原
市]

畝
川

澄
江

[

総
社
市]

増
成
慎

[

高
梁
市]

黒

川
碩
二

[

新
見
市]

小
田
功

[

備
前
市]

森
茂

[

瀬
戸
内
市]

佐
藤
進

[

赤
磐
市]

岡
本
克
一[

真
庭
市]

方
川
進

[

美
作
市

郡]

松
本
茂

[

浅
口
市
郡]

荒
川
叶

[

和

気
郡]

岡

﨑
忠[

小
田

郡]

江
木

正
人

[

真

庭
郡]

方

川
進

[

苫

田
郡]

中

江
誠
子

[

久
米
郡]

菅
一
弘

[

加
賀
郡]

久
成
敏
明
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岡
山
県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭

～
終
戦

年
・
臨
時
奉
幣
祭
～

80

秋
季
慰
霊
祭
は
、
去
る

月
５
日
、

10

県
護
國
神
社
で
県
戦
没
者
顕
彰
会
主

催
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

祭
主
の
遠
藤
康
洋
県
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
伊
原
木
隆
太
県
知
事
や
大
森

雅
夫
岡
山
市
長
ら
来
賓
並
び
に
県
下

各
地
の
遺
族
な
ど
約
四
百
人
の
参
列

者
が
、
戦
没
者
の
御
霊
の
平
安
と
恒

久
平
和
の
実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

（
秋
季
慰
霊
祭
で
の
三
宅
理
事
長
の
挨
拶
）

翌
日
に
は
、
終
戦

年
に
あ
た

80

り
、
天
皇
陛
下
か
ら
賜
っ
た
幣
帛

料
を
神
前
に
奉
献
す
る
臨
時
奉
幣

祭
が
、
護
國
神
社
の
秋
季
慰
霊
大
祭

と
併
せ
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
連

盟
の
江
本
公
一
青
年
部
長
及
び
松
本

好
厚
同
副
部
長
が
ご
幣
物
奉
舁
奉
仕

者
（
写
真
）
を
務
め
、
河
野
宮
司
が

幣
帛
料
を
捧
持
し
て
神
前
に
恭
し
く

奉
奠
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
陸
軍
墓
地
で
慰
霊
祭

～
恒
例
の
春
の
彼
岸
祭
開
催
～

岡
山
市
北
区
津
高
に
あ
る
岡
山
陸

軍
墓
地
は
、
岡
山
市
に
明
治

年
に

40

開
設
さ
れ
た
第

師
団
が
設
置
し
た

17

も
の
で
、
約
一
万
六
千
㎡
の
敷
地
に

満
州
事
変
か
ら
日
中
戦
争
初
期
の
戦

没
者
５
１
７
柱
の
墓
碑
が
鎮
ま
っ
て

い
ま
す
。

毎
年
、
春
と
秋
の
お
彼
岸
に
は
、

岡
山
県
戦
没
者
顕
彰
会
が
主
催
者
と

な
っ
て
、
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
３
月

日
に
は
、
岡
山
縣

19

護
國
神
社
宮
司
の
ご
奉
仕
の
も
と
、

地
元
津
高
遺
族
会
の
会
員
な
ど
関
係

者

人
弱
が
参
列
し
て
、
ご
英
霊
の

20

御
霊
の
平
安
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

英
霊
碑
で
の
語
り
部
活
動

～
倉
敷
市
立
庄
小
学
校
～

倉
敷
市
庄
地
区
遺
族
会
は
、
倉
敷

市
戦
没
者
追
悼
式
の
後
、
地
元
庄
小

学
校
に
あ
る
英
霊
碑
に
お
参
り
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
同
校
生
徒
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

校
長
先
生
が
快
く
承
諾
し
て
く
れ

て
、

月
７
日
に
６
年
生
１
５
０
人

10

と
遺
族

人
が
一
緒
に
慰
霊
祭
を
執

10

り
行
う
と

と

も

に
、

同
地
区
の

飯
田
龍
彦

会

長

が
、

英
霊
碑
の

歴
史
や
お

祀
り
し
て

い
る
戦
没

者
に
つ
い

て
説
明
を

行
い
ま
し

た
。

遺
族
会
の
動
き

【
令
和
８
年
５
月
】

日

県
戦
没
者
春
季
慰
霊
祭

5

（
県
護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
春
季
慰
霊
大
祭

6

（
県
護
國
神
社
）

～

日

県
連
盟
合
同
研
修
会

26

27

（
高
知
県
方
面
）

【
令
和
８
年
６
月
】

日

沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進

23
日

日
遺
平
和
の
語
り
部
大
会

29

（
九
段
会
館
テ
ラ
ス
）

日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表
者

30

会
議

（
東
京
）

【
令
和
８
年
７
月
】

～

日

県
連
盟
遺
族
慰
霊
研
修

16

17
（
靖
國
神
社
・
千
鳥
ヶ
淵
戦

没
者
墓
苑
）

【
令
和
８
年
８
月
】

日

全
国
戦
没
者
追
悼
式

15

（
日
本
武
道
館
）

【
編
集
後
記
】（
慰
霊
碑
調
査
お
礼
）

昨
年

月
に
各
遺
族
連
合
会
に
お

10

願
い
し
た
慰
霊
碑
調
査
に
つ
い
て
は
、

県
内
五
百
基
分
を
と
り
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
、
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
日
本
遺
族
会
が
２

月
中
に
全
国
の
も
の
を
取
り
ま
と
め

て
、
厚
生
労
働
省
へ
提
出
し
、
同
省

が
そ
れ
を
も
と
に
各
自
治
体
の
意
識

調
査
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
持
続
的
な
慰
霊
碑
管
理

に
向
け
て
、
今
後
具
体
的
な
動
き
等

あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
増
本
）


